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春もイベント盛りだくさん！ 

  

  

5月22日（月）、３月に引続きブラザー工業㈱の御船大輔さんがイラスト・コミュ
ニケーション教室を開催してくださいました。 

イラストの書き方ではなく、イラストを使ってのコミュニケーションのとり方など、 

普段教えてもらわないような内容に、参加してくれた中学生以上の子どもたち
は興味津々な様子でした。 

また、事前に好きなキャラクターを御船さんが描いてきてくれ、「同室の小学
生の女の子にプレゼントする！」と嬉しそうにしていた姿が印象的でした。 

絵を描くことが、自分をもっと表現できるきっかけになるといいですね。（大竹） 
 

②ハンドマッサージ講座 in  
      国立名古屋医療センター 

6月15日（木）、「forティーンズプロジェクト」のイベントで、タッチケア

セラピストの横田幸子さんによるハンドケアマッサージの講座が開催
されました。対象は中高生の男子・女子。 

みんな、どんな講座が開催されるか興味深々でした。まず、横田さん
によるラポールタッチのお話講座、そして、実際ペアを組んでお互い
に背中や手をタッチしあいました。高校生の男子は、照れながらも一
生懸命マッサージを実践してお母さんにもしてあげたいと言っていま
したよ。 

横田さんのとても優しい語り口調がとっても心地よくみんな癒されま
した。 

5月9日（火）、ボサノバ歌手のアメリアさんがプレイルームコンサートを開催してくだ

さいました。今回はフルートの伴奏で、とても優雅なボサノバでした。いつも聞き慣
れていない音楽に、プレイルームに集まった子どもたちも大喜び。 

軽くて明るいボサノバがプレイルームから 

廊下まで響き、一気に夏の雰囲気に 

なりました。途中、みんなで歌に合わせて 

輪になって踊ったり、歌詞を教えてもらって 

一緒に歌ったり。自分の知らない歌を歌える 

ようになるのは嬉しいですね！看護師さんや先生たちも見に来て、笑顔 

いっぱいの時間となりました。 

最後にはアメリアさんから子どもたちへ、ハンド 

タオルのプレゼント。とても喜んでくれました！ 

                     （大竹） 

「コラボイベント」 ①ボサノバライブ  
In 名古屋第一赤十字病院 

「Forティーンズプロジェクト」  ①イラスト教室 in 国立名古屋医療センター  
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５月２０日、「チームレモンドロップス」様が、大阪
から寄付金を届けに来てくださいました。 

チームレモンドロップスは、病気の子どもを持つ
御家族が中心となった、素敵な団体です。 

今回は私達の活動に賛同してくださり、寄付をし
て頂きました。この想いを、大切に活動に活かし
ていこうと思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

「チームレモンドロップス」様より 
ご寄付をいただきました。 

チームレモンドロップスは、病気の子どもを持つ家族が中心になって立ち上げた社会活動団体です。 

病気のこどもとその家族がお世話されるだけの存在ではなく、社会に参加し社会に役立つことができる存在であることを
自ら証明するために活動しています。活動を始めたのは２０１５年５月からです。 

 これまで大阪を中心にイベントに参加し、寄付先を設定しご寄付をしてくださった方に無農薬レモンで作ったレモネードを
差し上げるという活動を行ってきました。頂いた寄付金から必要経費を差し引いて、病院ボランティアの皆さんに寄付金を
お贈りしてきました。 

 今年になってからは、病気の子ども達の記念写真を撮る活動「リトルスター」のスタートアップ支援、保育士、幼稚園教諭
の地位向上を目指すための団体（Homika）のイベント参加など。他団体とのコラボレーション活動も始めました。 

  

活動実績は以下のとおりです。※（ ）内寄付先 

  

２０１５年 ６月 鶴見EXPO２５周年（子どものホスピス） 
       １０月 リレーフォーライフ（日本対がん協会） 
２０１６年 ４月 なにわ人形芝居FES（全国小児病棟ボランティアネットワーク） 
            ５月 立命館茨木キャンパス（熊本地震被災地） 
２０１６年 ８月 一心寺地蔵盆催事（ニコちゃんの会） 
       １０月 障がい者演劇公演「BUNNA」 ※ドリンクサービス 

２０１７年 ４月 なにわ人形芝居FES（ぷくぷくバルーン） 
        ５月 あひる堂（リトルスター） 
              ７月 Homika ※ドリンクサービス  

 

「コラボイベント」②笑い文字イベント  
In 名大病院 

名大病院CLS（チャイルドライフ

スペシャリスト）の佐々木美和さ
んも、同姓同名の佐々木美和さ
ん（なんと！）に笑い文字の名前
を書いて頂き、にっこり。 

笑い文字はみんなをすぐ笑顔に
できて、バルーンのようにすごい
ですね！ 

 

素敵な団体を 

ご紹介します 

お相撲さんが来たよ！ 
In 名古屋第一赤十字病院 

6月22日、笑い文字講師の佐々木
美和さんと、佐藤佳江さんが、 

名大病院で笑い文字で子どもたち
の名前を書いてくれました。 

はがきに、にっこり笑顔が入った
自分の名前を見て、子どもたちも
にっこり。 

ホームページ ： https://lemon-

drops.jimdo.com 

FB:https://www.facebook.com/t

eamlemondrops/ 

連絡先 ： 
 尾関泰輔 080-7036-9385     

       saintmorning1225@gmail.c 

  尾関えり  080-7036-1966   

       erioz1543@gmail.com 

  

7月25日、今年も春日井市出身の力士、栃春日さ
んが子どもたちに会いに来てくださいました。 

今年で6年目！子どもたちは毎年栃春日さんが来
てくれるのを、楽しみにしています。 

みんなで力比べをしたり、シコの踏み方を教えても
らったり、子どもたちだけではなくお母さんたちもお
姫様抱っこをしてもらったり（！）、栃春日さんが来
ると、病棟がものすごい笑顔と笑い声でいっぱい
になります。毎年、ありがとうございます！ 



 ぷくぷくばるーんのforティーンズプロジェクトとして、「イラストを使ってコミュニケーションの大切さと楽しさを知る」ための
イラストコミュニケーション講座を２回開催させていただきました。 

  

私自身にとっても初めての講師体験となった第1回はあいち小児医療センターで実施しました。講座名からは内容がなか
なかわかりにくいので、果たして子どもたちが来てくれるか不安でしたが、春休み真っ只中ということもあり15名近くが参

加してくれました。１時間の使い方について事前にかなり計画を練って行ったつもりでしたが、いざ講座が始まると皆元気
いっぱい！最初の線引きの時点から大いに盛り上がるので、イラストを通じてまず楽しんでもらうことを優先しました。お
かげで大盛り上がりの中、初めての講座を終えることができました。講座を終えた後も子どもたちに普段の生活で作った
制作物を見せてもらい、「また来てね」と笑顔で言ってもらえたことはとても嬉しかったです。 

  

第２回は名古屋医療センターで実施しました。今度は思春期の子どもたちが４人ほど、講座に来てくれました。第１回の
時とは変わって年齢層が高めで少人数のため、アットホームな雰囲気での開催となりました。最初は何をするのかよく分
からないといった感じでしたが、用意してきたイラスト集を見せたり、私から質問を投げかけている内に少しづつ打ち解け
てくれました。イラストを描くことよりも私のような普段接しない大人から話しかけられることの方が新鮮だったのかもしれ
ません。 

  

私も5歳と2歳の子どもを持つ父親ですが、この２回のイラストコミュニケーション講座を通じて感じたのは、病院で普段過
ごしている/いないに関わらず、子どもたちの反応は同じだということです。事前準備してきたイラストを見せると「わぁ」と

笑顔を見せてくれましたし、描いたイラストが相手に伝わると嬉しそうに頷く。変に気を遣っていたのは自分の方だったと
教えられました。 

単にイラストを描くだけだと得意/不得意がありますが、あくまでこの講座はコミュニケーションが中心。他人と接する機会

が限られてしまう病院生活の中で、少しでも楽しくコミュニケーションを取るための協力が出来てたらいいな、と心から思
います。 
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「世界ALSデー in NAGOYA  
 みんなでゴロンしよう」に参加しました！ 

7月2日（日）、愛・地球博記念公園（モリコロバーク）で開催されたALS（筋萎縮性側索硬化症） 
を、より多くの人に知ってもらうという普及啓発イベント（主催・学ばない学び舎）に参加しました。 

分身ロボットOrihimeのデモンストレーションや、元中日ドラゴンズ立浪和義さんのトークショー、 

ケアリングクラウンのイリュージョンなどなど、楽しいステージやワークショップが盛りだくさん。 

大勢の方が参加され、とても賑わっていました。 

「forティーンズプロジェクト」の講師をしてくださった御船さんです 

いつもにこにこ優しい御船さんに、思春期の 

子どもたちもすぐに打ち解け、どんどん笑顔に 

なっていくのが印象的でした！ 

運営スタッフ 
つれづれ日記 

「イラストコミュニケーション講座を通して」 御船 大輔 

毎月第3日曜日に講習会が開かれています。 

ぷくぷくの活動に興味をもち、勇気を出してきてくれる学生さんや社会人の方々。また、何
度も足を運んで技術習得の為に参加するボラさんたち。大勢集まる月もあれば、2、3人の
時もあります。 

先日、突然珍しい来客がありました。遥香ちゃんです。遥香ちゃんは、ぷくぷくが立ち上
がって間もない頃に学生ボランティアとして登録をしてくれた女の子です。活動にはいつも
積極的に参加してくれ、とても頼りになるボラさんでした。 

そんな彼女も大学を卒業し、看護師になり、今では、結婚してママになっていました。1歳4

カ月の可愛い女の子とご主人とで講習会を覗きに来てくれたのです。ママになってもぷくぷ
くを気にかけてくれ、覗いてくれるなんてホント嬉しいですね。 

3年間は育休が取れるとの事。また、イベントにご家族で参加してくれるといいですね。 

ぷくぷくを卒業したボラさんたち、みんな元気かなぁ・・・・ 
 

嬉しかった！懐かしい顔♪ 

このイベントのマスコットキャラクターは「パンダ」ということで、ぷく
ぷくばるーんでは、抱っこちゃんパンダをバルーンで作るワーク
ショップを開催しました。 

    

とても大勢の子どもたちがブースに来てくれ、７名のボランティア
は常に大忙し！最後は全員で床にゴロン。 

とても楽しいイベントでした。             （大竹） 

（2011年の全体ミーティングにて） 



「ばるーんで遊ぼう！」毎月１回ぷくぷくが来るよ！ 
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 ４月１１日 
 ５月９日 
 ６月１３日 
 ７月１１日 
名古屋第一日赤
です 

一緒に遊んだ子どもたち・ご家族（のべ人数）  

プレイルーム 子ども106名 / 大人80名    
ベッドサイド 45名  
個室他   5名  計156名（子ども）  
 
活動したボランティア  

４月～７月 

のべ67名（病院での活動のみ） 

使用したバルーン 

のべ966本（病院での活動のみ） 

  
  ４月２５日 
  ５月２４日 
  ６月２７日 
  ７月２５日 
名古屋掖済会病院    
  です 

５月１３日 
愛知医大病院
です 

病棟でも桜が満開 

みんなで 
「ねずみ飛ばしゲーム」中！ 

一緒に作れば、細かい作
業もなんのその 

鯉のぼりの顔を書くのも 
楽しいね! 

プレイルームで
ボサノバ。 
癒やされました！ 

  ４月２７日 
  ６月２２日 
名古屋大学附属 
病院です。 

ワイワイ楽しい時間は
早く過ぎますね～ 

笑い文字は
いつも笑顔
が溢れます 



 
 

5 

  ４月２０日 
  ５月１８日 
  ６月１５日 
  ７月１３日 
国立名古屋医療
センターです 

 ４月７日 
 ５月７日 
 ６月９日 
 ７月７日 
名鉄病院です 

 ４月１５日 
 ５月２０日 
 ６月１７日 
 ７月１５日 
あいち小児 
保健医療総合 
センターです 

名鉄病院         ・・・ 毎月第１金曜日 14：00～ 
名古屋第一赤十字病院   ・・・ 毎月第２火曜日 15：00～ 
国立名古屋医療センター    ・・・  毎月第３木曜日 15：00～ 
名古屋掖済会病院       ・・・ 毎月第４火曜日 13：30～ 
あいち小児保健医療総合センター・・・ 毎月第３土曜日 10：30～ 
名古屋大学附属病院     ・・・ 隔月第４木曜日 14：00～ 
愛知医大附属病院     ・・・  隔月第2土曜日 10：30～ 

各病院のリーダーが 

変更になりました。 

ぷくぷくばるーんでは、各病院のリーダーを固定
にし、病院との繋がりやボランティアの育成につ
いてリーダーが責任を持って取り組めるようにし
ています。 

７月から、新しくリーダー編成が変わりました。 

各リーダーは、今までのお世話になった愛着のあ
る病院と同じように、これから新しい病院で頑張り
ます。また、新しくリーダーになった二人も、責任
を持って取り組みます。 

 
 ・名鉄病院 ・・・  祖父江薫 

 ・名古屋第一赤十字病院 ・・・ 大竹（変更なし） 
 ・国立名古屋医療センター ・・・ 永田あおい（新） 
 ・あいち小児医療センター ・・・ 大竹、祖父江、 

                     橋本、永田 

                    （ローテーション） 
 ・名古屋掖済会病院 ・・・ 橋本（変更なし） 
 ・愛知医大 ・・・ 永田、西山（新） （ローテーション） 
 ・名大病院 ・・・ 大竹（変更なし） 
  

桜の電車（名鉄）で遊びました。 
沿線の駅名が完璧でびっくり！ 

名鉄病院の保育士、佐治先生は 
子どもたちに大人気！ 

完成して、にっこり笑顔でした～ 

この日は、リーダー研修も兼ねて。 

Forティーンズでハンドマッサージを 
習いました。 
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ぷくぷく イチオシ！ 

夏真っ盛りとなりましたね。あいさつがわりに暑い！と1日に何度も口にしてしまいます。 

さて、先日7月25日は土用丑の日でしたね。うなぎを召し上がった方も多いのではないで
しょうか！？ 

この日にうなぎを食べる習慣ができた由来については諸説あるようですが、有名な話とし
て江戸時代に平賀源内が発案した説があります。冬が旬のうなぎが夏に売れなくて困った
うなぎ屋の店主が源内に相談したところ、「本日丑の日」と店頭に張り紙を貼る、という発
案が見事ヒットしたというのです。 

今では土用丑の日=うなぎとなっていますが、当時から「う」の文字から始まる食べ物なら

良いとも言われます。うどん、梅干し、うに、ウィンナー、牛、うり、など、、あっ！うまい棒も
「う」から始まりますね  笑 

そして、この季節が旬の野菜は色鮮やかな物が多いです。毎年8月のぷくぷくのテーマも
カラフルな夏野菜ですね！目にも鮮やかな食卓で暑い季節を健康に過ごしましょう。 

                                               （橋本） 
  

「土用の丑の日」 

7/29 北部地域療育センター 7/30 あいち小児医療センター 

KTC中央高等学院で 

バルーン講座を開催しました 

7月21日（金）、名古屋市中村区にあるKTC中高高等学院の学生さん向けに、ボラン
ティアで使える簡単なバルーン講座を開催しました。 

これからいろんなところでボランティア活動に参加する意欲のあるみなさん、バルー
ンアートもひとつのボランティアの材料として習得したい、ということでした。 

殆どが初心者でしたがすぐに作れるようになり、次から次と覚えてくれ、教室はバ
ルーンでいっぱいに！授業が終わると、作った作品をすぐに同じビル内にある放課
後デイに来ている子供たちのところをへプレゼント。みんなとても喜んでもらって嬉し
かったようです。実際に自分の作ったもので、目の前の人が喜んでくれる様子を肌で
感じることが出来ると、もっと誰かのために何かしたいと思えますね。 

これからどんどん、いろんな人の笑顔を自分の人生に生かしてほしいと思いました。 

                                              （大竹） 
 

                                                                   

7月29日（土）は、毎年恒例北部療育センター（名古屋市西区）
の夏祭りに参加してきました。 

蒸し暑いねっとりとした日でしたが、、たくさんの親子が参加し
てくれました。職員の方々による太鼓の演奏から始まり、よつ
葉ハッピーダンスクラブによる“もうやあっこ音頭”の披露。そし
て、子供たちに大人気（？）の“エビ蟹ビクス“のダンスをみんな
で踊り大盛り上がり。 

６月１０日（土）、今年度初めての理事会＆通
常総会を開催しました。 

昨年末から始まった「forティーンズプロジェク
ト」他の活動報告や、 

資金についてなど、理事の皆さんとしっかり
足元を固めるべく話ができました。 

こうして見守ってくれる役員の方々がいるお
陰で、安心してぷくぷくばるーんの活動は続
けられています。     （大竹） 

2017年度  
理事会＆通常総会を開催しました 

今年も夏祭りに参加しました！ 

こちらに来る度に季節を感じさせてくれる館内の飾り付
けに病院には思えず感動です。 

待ちに待った夏祭り子供達がワクワクしない訳がありま
せん。 

笑顔の花・花・花 満開です！バルーンを通じて子供達
の笑顔を感じれる活動、私たちが元気をもらっています。 

今年も参加させて頂き、ありがとうございます。(西山) 

そんな中、ぷくぷくはバルーンチケット
と引き換えにそれぞれ好きな風船
（犬・剣）と交換。男の子も女の子、両
方とも剣が大人気でした。 

帰り際、「また来年もお願いします
ね！」とお願いされました。いつも呼
んでいただきありがとうございます！       
（祖父江） 
  

7月30日にあいち小児保健医
療総合センターの夏祭りに参
加させて頂きました。 

小児専門の救急棟を開設し、
「小児救命救急センター」に指
定された医療機関です。 



 
 

  

  

 

      はちきん便り  25                         西原 正子 

名古屋での治療後、後遺症と闘いながら高知県で頑張る 
                西原さん親子からのメッセージです。 

はちきんとは・・・ 

土佐の、サバサバとした元気の
良い女性のことです。 

4・５・６・7月はこれつくりました！ 

  

５月 こいのぼり 
 
今年の鯉のぼりは少し
だけバージョンアップ！ 
とても作りやすく、且つ 
本物っぽくなりましたよ。 
 

６月 傘とカタツムリ 
 
難しそうにみえる傘で
すが、作ってみると割り
とカンタン。 
いろんな色の傘で、梅
雨のジメジメも乗り切り
ました♪ 
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７月 あさがお 
 
あさがおも、人気の作品です。 
病棟でも。夏が来たな～と感じても
らえたら嬉しいですね！ 

４月 桜 
 
毎年桜の時期になると、 
病棟の中がピンク一色に
なります。 
桜は子どもも大人も、ワ
クワクしますね！ 

 体調の変化に気付きながらも忙しさにかまけて病院へ行くのが遠ざかっていたのは確かです。体力には自信があった
ので少々無理をしても次の日に回復し、年一回の健診でも異常はなし。ところが５月に婦人科の診察を受けたところ、 

なんと！子宮癌の疑いとの診断が出ました。そりゃもう、びっくりしました。大丈夫ですか？と診察室を出て行く時、看護
師さんに何度も声をかけられたような気がします。しっかりしていたつもりでも足元がふらついていたのかもしれません。
まさか、この私が…と信じられない気持ちと、いや来るべきときが来たのかと覚悟のような気持ちとが混同していました。 

 16年前。それは、一本の電話からでした。幼い娘の首に出来た大きな腫瘍を摘出し、退院したその日、「手術で摘出し

た組織の検査結果が良くないので再入院してください。」担当医の緊迫感のある言葉に背筋が凍りつきました。すやす
やと眠る娘を見ながら、こんなことがあるのか、こんな運命があるのかと狼狽えました。ようやく片付けた入院中の荷物
をまた鞄に入れるなんて…あれから１６年経ちましたが、いまだに鮮明な記憶として残っています。 

今回の自分の病気をすんなりと受け止めることができたのは、娘との４年間の闘病があったからだと思います。嘆いて
はいられない。ぐずぐずしてはいられない。たとえ私がいなくなっても、娘の自立の道を確保しておかなければならない。
障がいは壁ではなく踏み台となって自信を持って、社会に大きく踏み出していく環境を作ること。 

娘の生き方は障害者への偏見に一石を投じるものにしていかなければならない。これは病気が気付かせてくれた、私
の人生の宿題です。 

 今回、１０日間の入院で子宮と卵巣の全摘出、リンパ節の郭清も数か所行いました。摘出した組織の検査結果は、幸
いステージⅠの初期であったため抗がん剤治療もしなくていいそうです。まずはひと安心です。初めての大手術で体力
はかなり落ちてしまいましたが、気力は満ち溢れています。助かった命、与えられた命であること。その意味を深く噛み
しめながらこれからの日々を大切に過ごしていきたいと思います。 

 夏休みの宿題は最後の日まで残してしまうタイプでしたが、人生の宿題は早めに取り掛かります。そして、いつの日か
“はちきん便り”で宿題の答え合わせができるよう、親子で頑張っていきますね。 

正子さん＆なおちゃんいつも
勇気をありがとう。 



毎月第3日曜日の11時から、「名古屋市市民活動センター」で来月の内容の作品を練習したり、 
子ども達と関わり方の勉強をしています。 
病院の子どもたちと一緒に楽しい時間を過ごすため、みんな真剣に取り組んでいます。 

               

4/16、5/21、6/18、7/16 
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●初めての活動で、とても緊張したし、とても不安だった。でもバルーンを笑顔で一緒に作ってくれたので 
 とても嬉しかった。 
●床に落としたバルーンを、すぐに除菌ティッシュで拭いて挙げられなかったので、事前に準備が必要。 
●なかなか上手く進められなかったが、子どものなんでも楽しむ笑い声や行動に助けられて、一緒に楽しむ 
 ことが出来た。 
●個室に行くのは2回めで緊張したが、お母さんが積極的にやってくださったので、なんとか楽しく出来た。 
●最後に子どもさんが「ありがとう」と笑顔で言ってくれたのが、すごく嬉しかった。 
●ベッドサイドに行ったが、最初はあまり元気がなかったので、見てもらうだけにして、鯉のぼりの顔は元気が  
 出てきたら書いてもらうことにした。でも、少しでも楽しんでくれたようで良かった。 
●個室の男の子は、最初は恥ずかしがってあまり乗り気ではなかったようだが、風船を一緒に膨らます楽しさ 
 を実感してから、積極的に膨らませることを愉しんでくれたので、嬉しかった。 
●個室に除菌ティッシュを持って行かなかったので、床に落としてしまって困った。 
●お母さんが子どもさんに「こんなに笑ったの久しぶりだね」と言っていたので、とても嬉しかった。 
●自分が自信のない作品だったので、いっぱいいっぱいになってしまった。次回は講習会に参加して、 
 余裕をもって参加したいと思った。 
●子どもの笑顔がすごくかわいくて、もっと笑わせたいと思って楽しんでできた。 
●作るより膨らませることが楽しかったようで、膨らませてばかりだったが、楽しくできた。 

ぷくぷくヴォイス ～ボランティアの声 

 私たち、こんなこと感じながら活動してます 

  わたしがボランティアを続ける理由 
                                                                渡辺早智 

  

 私が初めてぷくぷくの講習に参加したのは、今から７年前の６月でした。 

最初は入院している子とうまく話せるか不安がありました。しかし、活動してみると普通の子どもとなにも変わらなくて、み
んな楽しそうにしていました。その様子を見ていたら私まで楽しくなりました。 

私がボランティアを始めたのが大学３年生だったということもあり、就活と卒論が忙しく活動に参加できるのは数か月に1

回でした。ぷくぷくは強制参加もないですし、数か月に１回の参加でも良いのでそこはとても助かりました。なかなか参加
はできていなかったですが、活動に行けば子どもと一緒に遊んで私も楽しむことができました。 

社会人になり最初は余裕がなくてほとんど参加することができませんでした。半年に１回あいち小児の活動にしか行けて
いなかったと思います。今年になり、ほぼ毎月参加しているのですが（ぷくぷく始めて以来一番参加しています笑）、最近
になってより思うのは親も楽しんでいるなということです。活動を始めた当初は子どもにばかり視点が向いていました。 

子どもたちの親に年齢が近づいてきたというのもあり、前より親に視点が向けられるようになったのかなと思います。 

私が活動に参加することによって、子どもたちが楽しく遊べるのはもちろん、親も楽しんで頂けたら私も嬉しいです。なによ
り子どもたちとバルーンで遊ぶのは楽しいです。 

なので私はこれからもぷくぷくボランティアを続けます！ 
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ホームページ 

http://pupu-b.jp 

ブログ 

http://ameblo.jp/pupu-b/ 

フェイスブック 

「ぷくぷくばるーん」で検索 

ぷくぷくばるーんの活動にご協力ください 

１・ ホスピタルサポーター（ボランティア）として 活動に参加！ 

小児病棟に入院する子ども達へ、私たちと一緒に楽しい時間と笑顔を届けましょう。 

バルーンを作るのも、ボランティア活動も初めて！という方も大歓迎。 詳細はＨＰをご覧ください  

                                                                 http://pupu-b.jp 

 

４・ぷくぷくサポーター（賛助会員）またはご寄附として 活動を見守る！ 

 活動資金を提供してくださることで、安定した活動ができるようになります。 

 ※主に、ボランティア交通費、バルーンなどの材料費、イベントの謝礼など  

●ぷくぷくサポーター 

（賛助会員） 

●ご寄附 上限・下限はございません。 ぷくぷくつうしんをお届けします。 

個人  3000円 （一口）   

法人 10000円 （一口）  

              

 入金方法は３つ。 

      ①ホームページから ①銀行振込 （三菱東京ＵＦＪ銀行、ゆうちょ銀行） ②かざして募金 

      三菱東京UFJ銀行 金山支店 普0008327 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん 理事長 加藤剛二 

      ゆうちょ銀行     00870-5-182196 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん    

 

                  

みなさん、 

ご協力よろしく 

お願いします！！ 
２・小児病棟でイベント企画をする！ 

コンサート、読み聞かせ、マッサージなど、子ども向け、お母さん向けのイベントを開催してください。 

３・思春期の子どもたちに部活動的関わりをする！ 

ギターを教える、歌を教える、イラスト教室をする。。。など中学生以上の子どもたちが楽しみにできる事を提供して
ください。 

ぷくぷくスタッフ 西山です。 

最近の休日は、妻の自由時間を作る為、 

娘と二人で朝から夕方まで遊びに出掛けるようにしています。 

平日は朝早くから 夜遅くまで仕事をしている為、妻が娘の面倒を1人で見ています。 

仕事がない日は、妻の自由時間を作る協力をしようと思い、始めてみました。 

休日の朝、娘に聞きます。「今日は2人でお出掛けしようか どこに行きたい？」 

「動物園、近所の公園に自分の自転車で行きたい、噴水がある公園に行きたい」など、真夏には辛い場所がたくさん
でます。でも、噴水公園に着くと、待ちきれなくなり服を脱ぎだし噴水の中に飛び込んで喜んでいる姿に、自分も笑顔
になります。 

日陰で休みながら子供を見ていたので、ふと娘に「パパも一緒に水遊びした方が楽しいかな？」と聞くと、うん！と笑顔。
連れて来た事に自己満足してしまっていた自分に、ダメな父親だと反省、真夏でも子供と一緒になって遊ばないと子供
は100％に楽しめないんですよね。 

親が笑うと子供も笑う。1人で遊ぶより親子で遊ぶ。家庭でもボランティアでも 

人を笑顔にする接し方は同じですよね。 

以前、テレビで父親が自分の子供にしてあげればよかった事の中に、 

子供とのキャンプが上位にありました。我が家では、春から秋にかけて 

月2回のペースでキャンプに行き家族で楽しんでいます。 

娘は以前、ママにしか「大好き」と言ってキスしてくれませんでしたが、 

今ではパパ「大好き」と言って口にキスしてくれます。 

家族で互いを思いやれば、心にゆとりができ、相手の幸せを考え、 

そして日々のボランティア活動に送り出してくれるんでしょうか。 

感謝の気持ちは大事ですね。 

 

ぷくぷくお父さん奮闘記  Vol.３   
西山貴洋 

ホームページから
簡単に入金できる
ようになりました！ 



次回の 
ぷくぷくつうしんＶｏｌ.36冬号は 
２０１７年１２月中旬発送予定です。 
乞うご期待！！ 
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〒453-0041 
名古屋市中村区本陣通5-6-1 
   地域資源長屋なかむら 

  ＴＥＬ:  090-5105-4823 
  E-mail: pukupuku@pupu-b.jp 
    html :  http://pupu-b.jp// 

・ ゆうちょ 
    00870-5-182196 
     （Ｎ）ぷくぷくばるーん 
・ 三菱東京ＵＦＪ銀行 金山支店 
    普 0008327 
   （Ｎ）ぷくぷくばるーん 
   理事長 加藤剛二 
 

 

 ７日（金） ・・・ 名鉄病院 
１１日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１６日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           つうしん発行作業 
           運営ミーティング 
２０日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２５日（金） ・・・ 名古屋掖済会病院 
２７日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
 

＜４月＞ 

 ９日（金） ・・・ 名鉄病院 
１０日（土） ・・・ 理事会・通常総会 
１３日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
           （ハンドマッサージ講座） 
１７日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１８日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２２日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
           （笑い文字イベント） 
２７日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
 

＜１１月＞ 

 ９日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
           （ボサノバライブ） 
１３日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１８日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１９日（金） ・・・ 名鉄病院 
２０日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２１日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２２日（月） ・・・ 国立名古屋医療センター 
           （イラスト講座） 
２３日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 

＜５月＞ 

＜６月＞ 

１０日（金） ・・・ 名鉄病院 
１１日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１４日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１６日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１８日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１９日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２８日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
 
 

つい先日夏休みになったと思っていたら、もうあと少し･･･ 

宿題を全て終わらせた子、まだまだ沢山残っていて、アタフタしている子と
その親。毎年の事ながらの夏休み後半の光景ですね。 

まだまだ暑い日が続きますが、体調に気をつけて楽しくこの夏を過ごしま
しょうね！ 

ぷくぷくサポーターも暑さに負けず楽しく元気いっぱいの活動している姿を
皆様にお届け出来るようにスタッフも頑張ってまいります。 

                                      島本 隆子 

寄付も会員も 
ボランティアも
募集してます 

編集委員 大竹由美子    

ライター  大竹由美子、祖父江薫、橋本ゆかり、島本隆子、 

       永田あおい、 西山貴洋、西原正子、 

校正    日下部恵美 

つうしん印刷は、富士ゼロックス首都圏株式会社様のご協力を戴きました。 

＜７月＞ 

 ２日（日） ・・・ 世界ALSデーイベント   
 ７日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ８日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１１日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１３日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１５日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１６日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２５日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
２５日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
           （栃春日さん）  
２９日（土） ・・・ 北部地域療育センター 
３０日（日） ・・・ 青い鳥医療センター    
 
 

＜８月＞ 
 １日（月） ・・・ 名鉄病院 
 ８日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１７日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１９日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２０日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
           つうしん発行作業 
２２日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
２４日（木） ・・・ 名大病院 
２７日（土） ・・・ 青い鳥医療センター 
 

＜９月＞ 

 １日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ９日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１２日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１６日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１７日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２１日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２６日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
 
 

＜１０月＞ 

 ６日（金） ・・・ 名鉄病院 
１０日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１４日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１５日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
１５日（日） ・・・ 愛知淑徳大学コラボメッセ 
１９日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２４日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
２６日（木） ・・・ 名大病院 
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